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第
２
次
安
倍
内

閣
が
組
閣
さ
れ
て

２
カ
月
、
小
選
挙

区
の
下
で
、
わ
ず

か
43
％
の
得
票

で
、
２
３
７
議
席
を
得
た
。
決

し
て
国
民
の
８
割
が
自
民
党
を

支
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
安
倍
総
理
は
山
口
一
区
選

出
で
、
保
守
本
流
の
代
表
と
思

い
込
ん
で
い
る
。
山
口
県
出
身

の
総
理
大
臣
は
、伊
藤
博
文（
４

回
）、
山
県
有
朋（
２
回
）、
桂

太
郎（
３
回
）、
寺
内
正
毅
、
田

中
義
一
、
岸
信
介（
２
回
）、
佐

藤
栄
作（
３
回
）、安
倍
晋
三（
２

回
）
等
々
▼
幕
末
か
ら
明
治
維

新
に
か
け
て
、
長
州
出
身
者
が

活
躍
し
、
近
代
日
本
の
礎
を
築

い
た
が
、
日
露
戦
争
の
後
、
長

州
出
身
の
陸
軍
軍
人
、
政
治
家

ら
が
尊
大
傲
慢
に
な
っ
て
、
日

本
を
間
違
っ
た
方
向
へ
進
め
て

結
局
は
世
界
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
て
、
惨
憺
た
る
敗
戦
と
な
り

多
く
の
も
の
を
失
っ
た
。
歴
史

は
繰
り
返
す
と
言
う
が
、
右
寄

り
の
考
え
を
持
つ
安
倍
内
閣
は

日
本
が
昔
た
ど
っ
た
、
い
つ
か

来
た
古
い
道
を
再
び
た
ど
っ
て

い
く
の
か
懸
念
さ
れ
る
▼
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
は
、
成
長
戦
略
に
か

こ
つ
け
て
、
２
％
イ
ン
フ
レ
ど

こ
ろ
か
、
デ
フ
レ
を
さ
ら
に
促

進
す
る
規
制
緩
和
、
自
由
化
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
推
進
せ
し
め
る
構
造

改
革
主
義
者
で
あ
る
曲
学
阿
世

の
御
用
学
者
た
る
竹
中
平
蔵
ら

が
、
再
び
政
権
の
各
種
委
員
会

に
潜
り
込
ん
で
い
る
の
に
注
意

を
要
す
る
。
学
問
を
曲
げ
、
世

に
阿お

も
ね

る
。「
阿
」
を
訓
読
み
す

る
と
、「
面お

も

練ね

る
」
す
な
わ
ち

顔
を
左
右
に
向
け
て
、
相
手
に

気
に
入
る
よ
う
に
す
る
。「
へ

つ
ら
う
」
追つ

い

従し
ょ
う

、
阿あ

諛ゆ

す
る
と

い
う
意
味
で
、
安
倍
首
相
が
訪

米
の
手
土
産
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、

沖
縄
基
地
に
関
す
る
密
約
を
行

な
う
な
ら
、
名
は
体
を
表
す
の

で
、
安
倍
内
閣
な
ら
ぬ
阿
米
内

閣
に
改
名
す
べ
し
。 

（
鼻
）

あ　

べ
い

あ　

べ
い

今 　 号　の　記　事今 　号　の　記　事

６～４面

２面

８面保険診療のてびき
在宅ケアにおける感染対策

研
面
究

アスベスト尼崎の会が総会

平成24年分　確定申告の留意点

っ
て
い
ま
す
。（
34
歳
・
女
性
）

歯
科
治
療

ぜ
ひ
無
料
に

・
家
族
そ
ろ
っ
て
定
期
的
に
検

診
し
て
い
ま
す
。（
子
ど
も
二

人
共
歯
医
者
が
大
好
き
で
す
。）

　

私
自
身
、
歯
の
大
切
さ
を
痛

感
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。
虫
歯
が
あ
っ
て
も
治
療
し

て
な
い
方
が
相
当
い
る
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
負
担
が
無
料
に
な

っ
た
ら
、
治
療
し
に
く
る
方
が

増
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
虫
歯

は
健
康
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
負
担

が
無
料
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら

望
み
、
よ
り
よ
い
毎
日
の
生
活

を
健
康
で
過
ご
し
て
い
き
た
い

で
す
。 

（
Ｍ
・
Ｈ
、
女
性
）

保
険
料
・
窓
口

負
担
高
す
ぎ
る

・
日
本
の
医
療
の
窓
口
負
担
が

無
く
な
れ
ば
、
誰
で
も
ひ
い
き

な
く
良
質
な
医
療
が
受
け
ら
れ

る
為
、
格
差
社
会
で
医
療
に
か

か
れ
ず
世
間
に
見
逃
さ
れ
て
孤

独
死
し
て
し
ま
う
な
ん
て
淋
し

い
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
こ
と

も
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し

　

病
気
や
ケ
ガ
で
休
業
し
た
際

の
備
え
と
な
る
「
休
業
保
障
制

度
」（
休
保
）
は
、
２
０
０
５

年
の
改
悪
保
険
業
法
の
成
立
以

来
募
集
を
停
止
し
て
い
た
。
再

開
を
求
め
る
協
会
な
ど
の
ね
ば

り
強
い
運
動
に
よ
り
、
７
年
ぶ

り
に
加
入
受
付
を
再
開
す
る
。

　

説
明
会
は
、
募
集
開
始
前
に

関
心
の
あ
る
会
員
に
制
度
概
要

を
紹
介
す
る
機
会
と
し
て
開
催

さ
れ
た
。
池
内
春
樹
理
事
長
が

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
休
保

の
募
集
再
開
を
実
現
す
る
先
頭

に
立
っ
て
き
た
森
先
生
に
感
謝

を
述
べ
、
参
加
者
に
休
保
へ
の

加
入
を
訴
え
た
。

　

は
じ
め
に
森
先
生
は
、
加
入

を
検
討
し
て
い
る
参
加
者
に
向

近
畿
厚
生
局
に
よ
る

予
告
な
し
の
監
査
に
抗
議

　

７
年
ぶ
り
に
加
入
受
付
を
再
開
す
る
「
休
業
保
障
制
度
」

（
休
保
）。
３
月
１
日
に
迫
っ
た
募
集
再
開
を
目
前
に
、
協
会

は
２
月
２
日
、
保
団
連
共
済
部
長
の
森
明
彦
先
生
を
講
師
に
招

き
説
明
会
を
開
催
し
、
加
入
希
望
者
の
会
員
、
家
族
な
ど
50
人

が
参
加
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
期
待
の
声
が
聞
か
れ
、
協
会
へ

の
資
料
請
求
や
問
い
合
わ
せ
も
相
次
い
で
い
る
。

　

患
者
・
市
民
に
楽
し
く
医
療

問
題
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
協

会
が
取
り
組
む
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ

「
窓
口
負
担
を
無
料
に
で
き
る

っ
て
本
当
!?
」
の
第
１
シ
ー
ズ

ン
が
終
了
し
、
当
選
者
や
参
加

医
療
機
関
か
ら
、
窓
口
負
担
無

料
へ
の
期
待
の
声
や
取
り
組
み

へ
の
賛
同
の
意
見
な
ど
、
大
き

な
反
響
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
部
を
抜
粋
し
紹
介
す
る
。

　

３
月
ま
で
の
第
２
シ
ー
ズ
ン

は
、
景
品
、
ク
イ
ズ
内
容
を
新

し
く
し
て
開
始
し
て
い
る
。
ぜ

ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

　

個
別
指
導
か
ら
監
査
に
切
り

替
わ
っ
た
歯
科
医
療
機
関
に
対

し
、
近
畿
厚
生
局
兵
庫
事
務
所

の
担
当
官
が
何
の
予
告
・
事
前

通
知
も
な
く
、
突
然
診
療
中
に

医
院
を
訪
ね
、
監
査
を
実
施
し

た
。

　

監
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は

監
査
要
綱
で
「
あ
ら
か
じ
め
」

文
書
で
通
知
す
る
と
さ
れ
て
お

り
、
保
険
医
の
人
権
を
踏
み
に

当
選
者
の
声

ク
イ
ズ
で
医
療

わ
か
り
や
す
い

・
ク
イ
ズ
形
式
な
の
で
簡
潔
・

明
瞭
に
日
本
の
現
状
の
医
療
、

患
者
負
担
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
今

後
、
窓
口
負
担
が
軽
減
も
し
く

は
無
料
に
な
り
、
必
要
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
希
望
し
ま

す
。 

（
34
歳
・
女
性
）

負
担
の
重
さ

考
え
な
が
ら
通
院

・
窓
口
負
担
が
無
料
に
で
き
た

ら
家
計
が
す
ご
く
た
す
か
り
ま

す
。
子
ど
も
が
２
人
い
る
の

で
、
そ
の
分
乳
児
医
療
で
の
負

担
も
大
き
く
、
今
住
ん
で
い
る

市
は
ひ
と
月
に
２
回
以
上
同
じ

病
院
な
ら
３
回
目
は
無
料
と
な

り
ま
す
が
、
月
が
ま
た
が
る
と

ま
た
一
部
を
負
担
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
、
急
を
要
し
な

い
時
は
考
え
な
が
ら
通
院
し
た

り
も
し
て
い
ま
す
。
今
は
、
国

保
加
入
な
の
で
支
払
う
税
金
も

高
く
、
か
な
り
き
つ
い
の
で
無

料
化
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
願

ょ
う
か
。
日
本
は
社
会
保
険
料

が
高
い
割
に
は
医
療
機
関
の
窓

口
負
担
が
高
す
ぎ
ま
す
。
本
当

に
負
担
が
な
く
て
も
良
い
く
ら

い
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
こ

の
ク
イ
ズ
で
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

（
58
歳
・
女
性
）

医
療
機
関
の
声

患
者
さ
ん
に

説
明
し
や
す
い

・
ク
イ
ズ
を
使
っ
て
日
本
の
医

療
を
知
ら
し
め
る
発
想
が
う
ま

い
。 

（
Ｋ
歯
科
）

・
い
つ
も
適
切
な
説
明
が
明
確

に
書
か
れ
て
い
て
、
ま
た
ほ
の

ぼ
の
と
な
る
イ
ラ
ス
ト
が
付
い

て
い
て
、
老
人
の
方
に
も
説
明

し
や
す
く
て
助
か
り
ま
す
。
窓

口
で
受
付
さ
れ
た
患
者
さ
ん
に

待
ち
時
間
を
利
用
し
て
記
入
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で

少
し
で
も
み
ん
な
の
医
療
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
れ
ば
い
い
で

す
ね
。
ま
た
、
何
か
あ
れ
ば
ス

タ
ッ
フ
一
同
微
力
な
が
ら
協
力

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

（
Ｔ
外
科
）

加入希望者ら50人が真剣に聞き入った

クイズチラシに大反響

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
相
次
ぐ

署
名
用
紙

「
休
業
保
障
制
度
」
の
新
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

け
、
休
保
の
特
徴
を
分
か
り
や

す
く
解
説
。
保
険
会
社
に
休
保

の
代
替
商
品
の
提
示
を
受
け
た

経
験
に
も
触
れ
、
非
営
利
助
け

合
い
の
共
済
で
あ
る
休
保
の
優

位
性
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
休
保
加
入
者
に
向
け

て
は
、
休
保
継
続
の
た
め
に
、

運
動
で
勝
ち
取
っ
た
再
改
定
保

険
業
法
に
則
り
、
金
融
庁
と
交

渉
を
繰
り
返
し
て
制
度
の
認
可

に
至
っ
た
経
緯
を
述
べ
た
。
金

融
庁
の
指
導
に
従
い
、
制
度
の

一
部
見
直
し
を
行
っ
た
上
、
保

団
連
が
新
設
し
た
社
団
法
人
に

８
月
１
日
付
け
で
包
括
移
転
さ

せ
る
こ
と
や
、
諸
手
続
の
窓
口

は
従
来
通
り
協
会
が
行
う
こ
と

を
解
説
。
今
回
の
改
定
に
対
す

る
理
解
を
求
め
た
。

　

今
回
の
説
明
会
案
内
を

受
け
、
加
入
を
待
ち
望
ん

で
い
る
会
員
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
が
相
次
い
で
い

る
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
５　

共
済
部
ま
で
。

じ
り
、
診
療
妨
害
行
為
を
行
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
協
会
は
２

月
４
日
、
近
畿
厚
生
局
長
と
兵

庫
事
務
所
長
あ
て
に
抗
議
を
行

っ
た
（
３
面
に
抗
議
文
全

文
）。

　

歯
科
で
は
こ
の
間
、
個
別
指

導
か
ら
監
査
へ
の
切
り
替
え
が

続
出
し
、
保
険
医
登
録
の
取
り

消
し
は
昨
年
12
月
に
尼
崎
で
１

人
、
１
月
に
姫
路
で
２
人
と
な

っ
て
い
る
。
２
０
１
１
年
度
の

兵
庫
県
歯
科
の
個
別
指
導
は
年

間
26
件
、
監
査
は
３
件
。
個
別

指
導
の
選
定
理
由
は
、
医
療
費

通
知
に
よ
る
患
者
か
ら
の
通

報
、
ス
タ
ッ
フ
、
保
険
者
か
ら

の
通
報
が
多
い
。

　

協
会
で
は
、
保
険
ル
ー
ル
の

周
知
、
審
査
、
指
導
、
監
査
の

個
別
相
談
に
日
常
的
に
応
じ
て

い
る
。
困
っ
た
と
き
に
は
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
に
、
協
会
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ

せ
は
、（
医
科
）
☎
078―

393―

１
８
０
３
、（
歯
科
）
☎
078―

393―

１
８
０
９
ま
で
。

森保団連共済部長招き説明会を開催

第２シーズン実施中！ 署名とあわせご協力を

ご注文は、☎078－393－1807 まで

ご協力を！

クイズ　クイズ　
　チラシ　チラシ署名署名

窓口負担軽減窓口負担軽減
消費税増税中止消費税増税中止

日　時　２月24日（日）10時～12時
場　所　三木市・大村病院（精神科・神経科、445床）
講　師　大村病院理事長　森村　安史先生
内　容　 認知症治療病棟見学（生活機能回復訓練の実際

含む）、理事長による病院紹介と意見交換会

お申し込み、お問い合わせは、
 ☎078－393－1817　吉永まで

第29回地域医療を考える懇談会

大村病院施設見学会～認知症治療病棟の実際～

い
よ
い
よ
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感
想
文

　

協
会
尼
崎
支
部
も
参
加
す
る

「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
か
ら
い
の

ち
と
健
康
を
守
る
尼
崎
の
会
」

（
会
長
・
船
越
正
信
尼
崎
医
療

生
協
理
事
長
）
は
１
月
26
日
、

尼
崎
労
働
福
祉
会
館
で
第
８
回

総
会
を
開
き
、
１
０
０
人
が
参

加
し
た
。
会
長
に
船
越
先
生
、

代
表
委
員
に
八
木
秀
満
協
会
尼

崎
支
部
長
が
再
任
さ
れ
、
森
岡

芳
雄
協
会
環
境
・
公
害
対
策
部

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

同
会
が
支
援
す
る
尼
崎
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
で
、
昨
年
８
月
に

神
戸
地
裁
は
、
ク
ボ
タ
が
工
場

周
辺
に
ア
ス
ベ
ス
ト

を
ま
き
散
ら
し
、
周

辺
住
民
の
健
康
被
害

を
生
み
出
し
た
こ
と

を
認
め
る
判
決
を
下

し
た
。

　

参
加
者
は
、
生
命

を
大
切
に
す
る
と
い

う
当
た
り
前
の
こ
と

が
共
感
を
広
げ
、
ア

ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
公

害
を
わ
が
国
で
初
め

て
認
定
し
た
判
決
を

得
た
こ
と
に
対
し

て
、
運
動
の
前
進
を

確
か
め
た
。

　

一
方
で
、
判
決
は
ア
ス
ベ
ス

ト
の
飛
散
範
囲
を
極
端
に
狭
く

認
定
し
て
１
遺
族
へ
の
賠
償
を

認
め
ず
、
ま
た
危
険
性
を
知
り

な
が
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
を
放

置
し
た
国
の
責
任
を
不
問
に
付

し
て
お
り
、
原
告
・
被
告
双
方

が
控
訴
し
、
闘
い
は
大
阪
高
裁

へ
と
移
っ
て
い
る
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
船
越
会

長
は
、「
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る

す
べ
て
の
被
害
者
を
救
済
し
よ

う
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
が

れ
き
か
ら
も
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

が
起
こ
っ
て
お
り
、
東
日
本
大

震
災
で
も
被
害
が
予
想
さ
れ
る

中
、
大
阪
高
裁
で
の
控
訴
審
で

国
と
ク
ボ
タ
の
責
任
を
認
め
さ

せ
る
こ
と
が
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

者
の
真
の
救
済
と
な
る
」
と
引

き
続
い
て
の
支
援
を
訴
え
た
。

そ
し
て
、
大
阪
高
裁
あ
て
の

「
公
平
・
公
正
な
判
決
を
求
め

る
署
名
」
を
10
万
筆
集
め
、
運

動
を
さ
ら
に
広
げ
よ
う
と
呼
び

か
け
た
。

　

協
会
尼
崎
支
部
で
は
、
同
署

名
へ
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
お

り
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
署
名
用
紙
の

ご
注
文
は
、
☎
078―

393―

１
８

０
９　

石
本
ま
で
。

　

神
戸
支
部
は
12
月
８
日
、
神

戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
指

導
問
題
学
習
会
を
開
催
。「
指

導
・
監
査
の
現
状
と
対
策
〜
日

常
の
留
意
点
に
も
ふ
れ
て
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
八
木
秀
満
協
会

審
査
対
策
部
副
部
長
が
講
演

し
、
51
人
が
参
加
し
た
。
参
加

者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

こ
の
た
び
保
険
医
協
会
神
戸

支
部
の
学
習
会
「
指
導
・
監
査

の
現
状
と
対
策
」
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
会
で
は
、
現
在
行

わ
れ
て
い
る
指
導
や
監
査
の
種

類
と
、
そ
の
実
際
の
な
さ
れ
方

に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解

説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

薬
科
部
は
１
月
12
日
、
県
農

業
会
館
で
第
17
回
漢
方
研
究
会

を
開
催
し
、
医
師
、
薬
剤
師
ら

48
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
の

感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

薬
科
部
第
17
回
漢
方
研
究
会

が
開
催
さ
れ
、「
関
節
リ
ウ
マ

チ
に
お
け
る
漢
方
的
ア
プ
ロ
ー

チ
」
と
い
う
演
題
で
、
に
い
ざ

わ
内
科
・
漢
方
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

新
澤
敦
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
「
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
概
説
」、

「
関
節
リ
ウ

マ
チ
の
漢
方

薬
の
有
効

性
」、「
関
節

リ
ウ
マ
チ
に

対
す
る
漢
方

薬
の
処
方
選

択
」
と
い
っ

た
構
成
で
講

演
は
進
み
ま

し
た
。

を
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

西
洋
医
学
的
治
療
で
は
薬
剤

の
有
効
性
と
作
用
機
序
を
探

り
、
原
因
由
来
の
治
療
を
進
め

て
い
く
の
に
対
し
、
漢
方
治
療

で
は
原
因
で
は
な
く
、
人
間
の

五
感
で
診
て
と
れ
る
所
見
か
ら

薬
剤
を
選
択
し
、
時
間
軸
（
急

性
期
か
慢
性
期
か
）
と
個
人
の

体
質
（
実
症
か
虚
症
か
）
を
的

確
に
判
断
し
、
個
人
に
合
っ
た

治
療
を
進
め
て
い
く
と
い
う
違

い
が
強
く
印
象
に
残
り
ま
し

た
。

　

私
た
ち
薬
剤
師
の
日
常
業
務

に
お
い
て
も
、
医
師
の
処
方
意

図
を
的
確
に
理
解
し
、
そ
し
て

患
者
の
病
態
や
個
性
に
応
じ

　

先
生
の
臨
床
実
績
や
豊
富
な

研
究
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
関
節

リ
ウ
マ
チ
に
対
す
る
漢
方
薬
の

有
効
性
を
理
論
的
に
示
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生

の
治
療
実
績
か
ら
、
現
代
医
療

の
中
で
、
ど
ん
な
と
き
に
、
ど

の
よ
う
に
漢
方
薬
を
用
い
る
か

◇
出
席　

29
人

◇
情
勢　

厚
労
省
は
２
０
１
３

年
度
予
算
編
成
で
生
活
保
護
基

準
の
引
き
下
げ
を
検
討
。
毎
年

３
％
、
３
年
間
で
１
割
削
減
の

計
画
。
日
弁
連
の
小
久
保
弁
護

士
は
「
基
準
引
き
下
げ
は
際
限

な
い
『
引
き
下
げ
ス
パ
イ
ラ

ル
』
を
招
く
」
と
懸
念
示
す
。

◇
医
療
活
動　

【
歯
科
】
診
療

中
に
無
予
告
で
「
監
査
通
知
」

を
示
し
、
診
療
録
提
出
と
従
業

員
の
連
絡
先
を
書
く
よ
う
強
要

し
た
問
題
事
案
が
発
生
。
部
会

で
検
討
し
対
応
。【
医
科
】
日

本
婦
人
科
学
会
が
公
表
し
た
、

胎
児
の
染
色
体
異
常
を
調
べ
る

新
し
い
出
生
前
診
断
の
実
施
指

針
に
関
し
内
容
や
問
題
点
を
解

説
。「
命
の
選
別
に
つ
な
が

る
」
な
ど
懸
念
の
声
を
報
告
。

◇
東
日
本
大
震
災
救
援
対
策　

福
島
県
の
仮
設
診
療
所
を
保
団

連
と
と
も
に
激
励
訪
問
（
２
／

10
〜
11
）
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
全
国
保
険
医
新
聞
等
で
報
道

す
る
計
画
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
９
条
の
会
兵
庫
県
医
師
の
会

「
孫
崎
享
が
語
る　

国
際
問
題

を
平
和
的
に
解
決
す
る
方
法

（
１
／
13
）」
は
、
２
０
０
人

の
参
加
。
ア
ピ
ー
ル
賛
同
者
が

４
人
増
加
。

◇
震
災
対
策　

阪
神
・
淡
路
大

震
災
18
年
メ
モ
リ
ア
ル
行
事
報

告
と
あ
わ
せ
、
復
興
住
宅
の
高

齢
化
や
孤
立
が
進
行
、
災
害
援

護
金
の
未
返
済
が
１
８
３
億
円

に
の
ぼ
る
こ
と
、
借
上
復
興
住

宅
追
い
出
し
問
題
で
神
戸
市
や

西
宮
市
も
入
居
期
間
一
部
延
長

を
協
議
中
な
ど
、
復
興
関
連
の

課
題
・
情
勢
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
北
播
支
部　

地
域
医
療
を
考

え
る
懇
談
会
（
２
／
23
・
24
）

シ
ン
ポ
と
施
設
見
学
会
な
ど
、

企
画
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。

 

（
１
月
26
日
理
事
会
よ
り
）

求　

人

求　

人

◇
歯
科
医
師

◇
勤
務
地　

神
戸
市
北
区

◇
条　

件　

常
勤
、
ア
ル

バ
イ
ト
可
（
月
額
給
与
50

万
円
）

◇
委
細
面
談
の
う
え

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
９

協
会
・
松
村
ま
で

医
院
譲
渡
①

医
院
譲
渡
①

◇
所
在
地　

神
戸
市
中
央

区
元
町
通
３
丁
目
９―

23

ナ
カ
シ
ン
ビ
ル
４
階
南
号

店
　

Ｊ
Ｒ
元
町
駅
西
出
口
、

阪
神
元
町
駅
西
出
口
よ
り

２
〜
３
分

◇
物
件
種
別　

地
下
１
階

・
地
上
５
階
建
の
内
４
階

の
一
室
、
４
階
以
上
は
事

務
所

◇
面
積　

59
・
4
㎡
（
18

坪
）

神
戸
支
部　

指
導
問
題
学
習
会

神
戸
支
部　

指
導
問
題
学
習
会

日
常
診
療
で
の

留
意
点
詳
し
く

感 想 文

闘
い
は
大
阪
高
裁
へ

国
と
企
業
の
責
任
認
定
を

ア
ス
ベ
ス
ト
尼
崎
の
会

ア
ス
ベ
ス
ト
尼
崎
の
会  

総
会
総
会

　

実
際
に
経
験

す
る
こ
と
が
な

い
、
ま
た
経
験

し
た
く
も
な
い

こ
と
で
す
が
、

あ
ま
り
話
を
聞

く
こ
と
が
な

い
、
そ
の
様
子

や
必
要
と
さ
れ

る
書
類
な
ど
を

詳
し
く
教
え
て

い
た
だ
き
、
興

味
深
く
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
実
際

の
指
導
や
監
査
の
様
子
の
み
で

な
く
、
療
養
担
当
規
則
の
中

で
、
日
常
診
療
の
中
で
気
を
つ

け
て
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
柄
に
つ
い
て
も
、
丁

寧
に
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
常
診
療
の
中
で
担
当
規
則
に

沿
っ
て
診
療
を
行
っ
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
再
確
認
で
き
、

と
て
も
有
意
義
な
学
習
会
で
し

た
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
に
有
益

で
、
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
情
報
を
得
ら
れ
る
学
習

会
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

【
垂
水
区　

高
橋
知
三
郎
】

て
、
そ
の
人
に
合
っ
た
服
薬
指

導
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
は
、
積
極
的
に
研
修
に

参
加
し
て
情
報
収
集
に
努
め
る

と
と
も
に
、
医
師
や
患
者
と
良

好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

築
く
よ
う
に
努
力
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
貴
重
な
デ
ー
タ
を

多
く
提
供
し
て
詳
し
く
説
明
し

て
い
た
だ
い
た
新
澤
敦
先
生
、

な
ら
び
に
薬
科
部
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

【
加
古
川
市
・
い
な
み
野
病
院

 

　

薬
剤
師　

石
中　

規
子
】

◇
募
集
科
目　

眼
科

◇
そ
の
他　

出
術
室
の
設

備
な
し
。
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
販
売
所
は
併
設
し
て

い
な
い
が
一
室
別
入
口
あ

り
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
１
７

協
会
・
田
村
ま
で

医
院
譲
渡
②

医
院
譲
渡
②

◇
物
件　

鉄
筋
２
階
建
、

診
療
所
兼
住
居

◇
建
物　

３
２
６
㎡
、
土

地
４
１
６
㎡

◇
標
榜
科
目　

内
科
、
小

児
科
他

◇
所
在
地　

阪
急
中
山
駅

よ
り
バ
ス
で
約
12
分
、
バ

ス
停
斜
め
向
か
い

◇
周
辺　

高
層
お
よ
び
中

層
マ
ン
シ
ョ
ン
林
立
（
30

棟
以
上
）。
区
域
内
、
当

院
の
他
医
院
な
し

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
０
７
９
７―

89―

４
６

４
９

月
水
金
土　

午
前
９
時
〜

午
後
１
時

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す　

砂
子　

和
俊
先
生

美
方
郡　

内
科

１
月
11
日　

享
年
67
歳

石
橋　

正
守
先
生

姫
路
市　

内
・
小
・
胃
・

リ
ハ
科

１
月
26
日　

享
年
84
歳

田
中　

照
男
先
生

南
あ
わ
じ
市

内
・
小
・
放
射
線
科

１
月
30
日　

享
年
84
歳

奥
田　
　

智
先
生

篠
山
市
・
準
会
員

整
形
外
科

１
月
30
日　

享
年
69
歳

保険医のための医薬品、医療材料、医療機器の共同購入事業

■協会会員の開業医はどなたでもご利用ＯＫ。
■４０年の歴史と実績をもつ大阪府保険医協同組合が
　母体となって運営し、医薬品･医療器材･歯科器材･　
　生活関連商品を数多く取り扱っています。 
■ご注文は電話、ＦＡＸ、Ｗｅｂオンラインから。
■Ｗｅｂサイトから、最新の取扱商品･価格がご覧いた
　だけます。利用方法はお問い合せください。
　　URL http://e-mdc.jp/
■ご利用者・ご希望者の協会会員には、１カ月に１回
　「medical net」（共同購入案内）をお送りします。

Ｍ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワーク

治療実績から新澤先生が講演

協会に寄せられた事例をもとに解説

高
裁
に
向
け
運
動
強
化
が
確
認
さ
れ
た

関節リウマチへの
漢方薬の有効性

署
名
10
万
筆
め
ざ
す

薬科部漢方研究会



２０１３年(平成２５年)２月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１７１０号（３）

　当会は下記抗議文を２月４日、関係機関に送付した（１面に関連記事）。
 2013年２月４日
近畿厚生局長　殿 兵庫県保険医協会
近畿厚生局兵庫事務所長　殿 理事長　池内春樹
 審査対策部長　西山裕康
 歯科部会長　田村忠之

近畿厚生局兵庫事務所担当者の
予告なしの「診療録」提出強要に抗議する

　今般、近畿厚生局兵庫事務所担当官は西宮市開業の歯科医院に対し、何の予告
も事前通告もないままに来院、「監査」通知（平成25年１月15日付）を示し患者
の診療録（15人分）等の提出を強要した。
　院長は、診察中であり来院患者が待機し、また、該当患者の来院も予期される
なか、即時に応じられない旨を告げたにも拘わらず、最終的には、監査拒否・非
協力などの言動を浴びせられ、その日に診療録の提出を余儀なくされた。
　国民医療の改善と開業医の権益を守る兵庫県保険医協会は、かかる暴挙を断じ
て許すことはできない。
　そもそも監査の実施にあたっては、「監査要綱」の第５　監査の方法等、２、
監査の実施通知に「監査対象となる保険医療機関等を決定したときは、地方厚生
（支）局はあらかじめ次に掲げる事項を文書により、当該保険医療機関に通知す
る（略）」とし、（１）監査の根拠規定、（２）監査の日時（土曜日及び休日を除
く。）及び場所、（３）出席者、（４）準備すべき書類等をかかげている。
　日ごろ、厳格な医療保険行政の徹底を掲げる近畿厚生局にあって、自ら「監査
要綱」を蹂躙し、常軌を逸した一連の言動は、保険医の人権・人格をも踏みにじ
る蛮行として、到底容認できるものではなく、強く抗議する。また、当該歯科医
院に謝罪を求めるとともに、以下の点について回答を求めるものである。
　
　①　今回の措置は明らかに上記「監査要綱」の蹂躙・逸脱であるが、それを強
行した根拠は何にもとづくものか。
　②　何の通告もなく医療機関に出向き、診療録の提出を強要することは、診療
を遂行する上で重大な障害となり、結果「診療妨害」になることをあえて無視し
たことはなぜか。

　以上について文書にてすみやかな回答を求めるとともに懇談の場を設けるよう
要請する。

　

薬
科
部
は
１
月
26
日
、
研
究

会
「
感
染
症
を
ど
う
考
え
、
ど

う
対
応
す
る
か
〜
冬
場
を
中
心

に
〜
」
を
県
学
校
厚
生
会
館
で

開
催
し
た
。
講
師
に
兵
庫
医
科

大
学
病
院
小
児
科
教
授
の
服
部

益
治
先
生
を
招
き
、
60
人
が
参

加
し
た
。
参
加
者
の
感
想
文
を

紹
介
す
る
。

　　

今
回
の
薬
科
部
研
究
会
の
テ

ー
マ
は
「
感
染
症
を
ど
う
考

え
、
ど
う
対
応
す
る
か
？
」
と

い
う
こ
と
で
、
普
段
身
近
に
接

す
る
疾
患
が
テ
ー
マ
で
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

感
染
症
と
一
言
で
言
っ
て

も
、
病
原
体
や
感
染
経
路
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
り
、
薬
剤
師
は
そ

れ
ぞ
れ
の
感
染
症
の
特
性
を
正

し
く
理
解
し
た
う
え
で
、
患
者

さ
ま
に
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め

の
情
報
の
提
供
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
病
原
体
に
よ
っ
て

は
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
に
、

乳
児
期
の
み
重
症
化
す
る
も
の

も
あ
り
、
家
庭
環
境
に
応
じ
た

情
報
提
供
の
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。

　

病
原
体
を
地
球
か
ら
な
く
す

の
は
不
可
能
で
す
。
そ
の
た

め
、
感
染
症
か
ら
社
会
を
守
る

た
め
に
は
、
ま
ず
一
人
ひ
と
り

が
手
洗
い
、
う
が

い
、
マ
ス
ク
、
換

気
、
加
湿
な
ど
で

感
染
症
に
か
か
ら

な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
し
て
感

染
症
に
感
染
し
た

場
合
は
そ
れ
ぞ
れ

の
感
染
症
の
感
染

経
路
に
応
じ
た
予

防
方
法
を
徹
底

し
、
ま
ず
は
家
庭

内
で
ま
ん
延
さ
せ

な
い
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま

す
。

　

昨
年
、
34
年
ぶ

60
人
が
感
染
症
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
に
学
校
保
健
安
全
法
が
改
正

と
な
り
ま
し
た
。
社
会
全
体
と

し
て
も
、
感
染
予
防
に
対
し
て

の
認
識
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
多
種
多
様

な
感
染
症
が
あ
る
な
か
で
、
ワ

ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
疾
患
は

30
数
種
類
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
は
出
産
後
の
仕
事
復
帰

が
以
前
よ
り
早
く
、
保
育
園
の

低
年
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
集
団
生
活
の
中
で

乳
幼
児
が
感
染
症
に
か
か
り
や

す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
定
期
接
種
の
予
防
接

種
が
増
え
、
感
染
症
を
予
防
し

や
す
い
環
境
が
早
く
整
う
と
い

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

【
伊
丹
市
・
薬
剤
師
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２
０
１
２
年
４
月
の
歯
科
診

療
報
酬
改
定
で
、
突
然
新
設
さ

れ
た
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
。

周
術
期
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？

　

患
者
さ
ん
に
ど
う
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
の
？　

医
科
に

は
？　

歯
科
に
は
？　

と
い
う

基
本
的
な
と
こ
ろ
か
ら
、
実
際

の
方
法
ま
で
を
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
い
て
詳
し
く
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
口
腔
ケ
ア
を
行
う
こ

と
で
口
腔
内
だ
け
で
な
く
全
身

の
状
態
が
良
く
な
る
こ
と
は
さ

ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
報
告
さ
れ

て
お
り
、
歯
科
関
係
者
だ
け
で

な
く
、
一
般
市
民
に
も
認
知
さ

れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

が
ん
治
療
に
お
い
て
も
術
後

合
併
症
や
抗
が
ん
剤
に
よ
る
口

腔
粘
膜
炎
な
ど
を
大
幅
に
軽
減

さ
せ
る
こ
と
が
大
田
先
生
な
ど

の
、
１
年
近
く
経
っ
て
も
あ
ま

り
広
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
は
多
く
の
原
因
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
「
医

科
歯
科
連
携
」
が
う
ま
く
動
い

て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る

よ
う
で
す
。

　

ま
ず
病
院
の
医
師
や
看
護
師

さ
ん
な
ど
に
「
が
ん
治
療
に
は

口
腔
ケ
ア
が
必
須
で
あ
る
」
と

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を

患
者
さ
ん
に
説
明
し
て
納
得
し

て
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
こ
の
連

携
は
進
ん
で
い
き
ま
せ
ん
。
大

田
先
生
に
よ
る
と
、
こ
こ
が
う

ま
く
い
け
ば
ほ
と
ん
ど
の
患
者

の
研
究
で
わ
か

っ
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
治

療
成
績
や
患
者

さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
向
上
を
確
実

に
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
歯

科
に
保
険
導
入

さ
れ
た
も
の

大
田
先
生
が
周
術
期
の
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
を
解
説

さ
ん
は
歯
科
に
よ
る
口
腔
ケ
ア

を
受
け
て
い
た
だ
け
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

医
科
に
と
っ
て
は
治
療
成
績

が
向
上
し
、
歯
科
に
と
っ
て
は

歯
科
衛
生
士
の
活
躍
の
場
が
増

加
し
、
そ
し
て
何
よ
り
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
は
治
療
成
功
率
や

Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
向
上
す
る
と
い
う
、

関
係
す
る
す
べ
て
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
こ
ん
な
良
い
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
唐
突
に
導
入
さ
れ

た
感
の
あ
る
も
の
だ
け
に
、
歯

科
側
の
受
け
入
れ
体
制
も
ま
だ

十
分
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
面

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
医
科
と
歯
科
が
共
に
学
び
、

情
報
交
換
し
て
、
患
者
さ
ん
の

幸
せ
の
た
め
に
「
連
携
」
し
て

い
く
こ
と
が
、
自
分
た
ち
の
仕

事
へ
の
誇
り
や
充
実
感
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。

【
丹
波
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歯
科
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◇４月から歯科技工指示書の記載事項
が追加・変更されます。ご注意くださ
い。
　「歯科技工士法施行規則の一部を改
正する省令」（平成25年４月１日施
行）により、以下の内容が追加・変更
されます。現在、新規個別指導・個別
指導の持参物となっている技工指示書
の記載事項として指導の対象にもなり
ますのでご確認ください。

◎ 歯科技工指示書について４月から
現在の記載事項に追加・変更され
る事項

　①患者の氏名を記載
 　 ②「歯科医師の住所及び氏名」を

「歯科医師の勤務する病院又は診
療所の所在地」に変更

　 ③歯科技工所の「名称」に加え
て、「所在地」を記載

◎現在の歯科技工指示書の記載事項
　 設計・作製の方法、使用材料、発

行年月日、医療機関名、発行した
歯科医師の住所・氏名、技工所の
名称

Ｑ１　歯科疾患管理料を算定し継続的
な管理を行っていた患者が、任意に診
療を中止し、２カ月経過した場合は初
診料を算定できるか？
Ａ１　算定できます。再初診後、改め
て歯管を算定する場合は、初回用の管
理計画書を提供してください（初回用
は患者の自筆サインが必要です）。
Ｑ２　歯管の文書提供の間隔は、４カ
月に１回提供すればよいか？
Ａ２　２回目以降の継続管理計画書
は、４カ月に１回以上提供となりまし
たが、管理計画の内容に変更があった
とき、検査により一時的に病状安定し
たと判断されるとき、一連の補綴治療
が終了したときなど、その他療養に必
要なときにはその都度提供します。
Pul→Per等病名移行時や、Ｐの病状安
定については歯周病検査によって判断
することなどご留意ください。

日　時　３月17日（日）14時～16時半
会　場　協会会議室
話題提供　小野市・横田　裕一先生
　　　　伊丹市・川村　雅之先生

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1809　歯科部会まで

今日からできる
歯科訪問診療

歯科臨床談話会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803　研究部まで

日　時　４月６日（土）15時～18時、７日（日）10時～15時
会　場　協会会議室
プログラム
〈１日目〉保険診療とは／窓口業務／点数の解説／薬剤料の計算　など
〈２日目〉診療報酬請求の実務／レセプト作成実習と解説（外来分）
定　員　80人（定員になり次第締切）
参加費　8000円（テキスト・資料代、２日目の昼食代を含む）
※２日間とも参加された方には修了証を発行します

初心者のための

保険請求事務講習会（医科）

感
染
経
路
に
応
じ
た

予
防
の
徹
底
を
！

感 想 文 薬
科
部
研
究
会

薬
科
部
研
究
会

歯
科
特
別
研
究
会

が
ん
患
者
を
支
え
る

医
科
歯
科
連
携
の
重
要
性

感 想 文

　

歯
科
部
会
は
、
１
月
13
日
に
特
別
研
究
会
「
が
ん
治
療
を
理

解
し
て
安
全
・
安
心
に
行
う
歯
科
治
療
・
口
腔
ケ
ア
〜
が
ん
患

者
の
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
を
正
し
く
運
用
す
る
た
め
に
」

を
、
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
歯
科
口
腔
外
科
部
長
の
大

田
洋
二
郎
先
生
を
講
師
に
開
催
し
、
73
人
が
参
加
し
た
。
参
加

者
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

※ 参加者には保団連発行『2012年版今
日からできる歯科訪問診療の手引
き』進呈
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にしておくことが必要です。
　⑥家事関連費の処理
　医院と自宅が兼用されている場合は、
電気代、水道代、ガス代、電話料、固定
資産税、借入金利息等については、家事
費になる部分は必要経費になりませんか
ら、合理的に計算して必要経費から除外
しておくことが必要です。医院と自宅が
兼用されていない場合であっても、必要
経費全般の記帳にあたり、事業との関連
性を説明できるようにしておく必要があ
ります。

Ⅷ．その他の所得について
１．給与所得
　校医手当、保健所や医師会の出務手当
等は、「源泉徴収票」で把握し、申告書
に添付します。
２．譲渡所得
　車両や医療機器を下取りに出した場合
は、下取金額を収入金額としてその残存
帳簿価額を控除し、そこから50万円の特
別控除ができます（譲渡利益が限度）。
５年以上保有した資産である場合は、さ
らに２分の１をした金額が課税対象とな
ります。譲渡損失がある場合は、他の所
得と損益通算できます。ゴルフ会員権の
譲渡も同様です。
３．一時所得
　生命保険や保険医年金の解約金・満期
返戻金等は一時所得の収入金額となりま
す。収入金額から収入を得るために支払
った掛金を控除し、利益を限度に50万円
の特別控除ができます。さらに２分の１
をした金額が所得となります。
４．雑所得
　原稿料、講演料等の報酬は雑所得とな
ります。収入からこれに対応する費用を

（５面からの続き） 控除して所得を計算します。収入が少額
である場合は、慣例的に収入の30％を必
要経費として申告している場合が多くあ
ります。この「支払調書」がある場合は
申告書に添付してください。
　その他、公的年金、私的年金を受給し
ている場合も雑所得となります。この
「源泉徴収票」は申告書に添付します。
５．新規開業医の注意点
　新規開業の場合は、本年度は当初費用
が多く収入が少ないこと等により事業所
得が赤字である場合があります。このよ
うな場合は勤務期間中の給与所得・退職
所得の申告を忘れずにすることが必要で
す。給与・退職金から源泉徴収された税
金がある場合は、還付金の請求ができる
場合があります。「給与所得の源泉徴収
票」「退職所得の源泉徴収票」を申告書
に添付してください。

Ⅸ．消費税の計算と申告
１ ．平成24年分の消費税確定申告をする
義務のある者

　平成22年分の「消費税の課税売上」が
年1,000万円超ある場合は、平成24年分
の消費税確定申告をする義務がありま
す。毎年、２年前（基準年度）の年分の
課税売上によって、その年の消費税の申
告義務の有無を判断します。基準年度の
課税売上が1,000万円以下の場合は、免
税事業者となり、消費税の申告は不要で
す。
　ただし、平成25年以降は、基準年度の
課税売上が1,000万円以下であっても、
その前年１月１日から６月30日までの期
間の課税売上（課税売上に代えてその期
間に支払った給与等の支払金額で判定す
ることもできます）が1,000万円超ある
場合は、その年は課税事業者となりま
す。

２．消費税の課税売上となる医業収入等
　通常の医業収入等について、消費税の
課税売上、非課税売上、不課税売上を区
分することが必要です。
　①課税売上：自由診療収入（文書料、
処理費等を含む）のうち、下記の②以外
のもの、事業用資産の売却収入等
　②非課税収入：保険診療収入、助産収
入、自賠責収入、労災収入、居住用賃貸
家屋に伴う収入、地代収入等
　③不課税収入：公的補助金、助成金、
生損保満期返戻金、生損保解約金収入等
３．消費税の計算方法
　消費税の計算方法には、本則課税と簡
易課税がありますが、詳しくは税理士、
あるいは協会にお問い合わせください。

Ⅹ．終わりに
　所得税の確定申告期限（提出、税金納

付）は３月15日、消費税は４月１日で
す。また、今年の振替納税による口座引
落としは、所得税は４月22日、消費税は
４月24日です。期限に遅れると加算税や
延滞税が課されます。青色申告特別控除
など期限後申告となった場合に適用がで
きない取り扱いになっている規定もあり
ますから、注意が必要です。なお、純損
失および雑損失の繰越控除については、
平成23年分から発生年分の申告書につい
て期限内申告の要件が廃止されていま
す。また、平成23年分の申告に税額過大
の間違いがあった場合は、本来の申告期
限から５年間、それ以前分についても運
用で減額更正の申し出により減額される
扱いに拡充されています。住宅取得等資
金の贈与に係る贈与税の非課税の特例を
受けるためには、贈与を受けた方の申告
が必要です。

■ 自費等収入修正率

■　特別経費となるもの

表　自費等収入所得率表（ ）は経費率

■　自費等収入修正率
　　（調整率）表

月刊保団連　臨時増刊号

『保険医の経営と税務　2013』
会員頒価 1,000円（送料込）

Ｂ5判 181ページ

ご注文は、税経部
 ☎078－393－1817　田村まで
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　（イ）実額計算の場合は、窓口保険収
入と国保、支払基金および介護保険の振
込額を合計した金額となります。なお、
未収金を含みます。
　②自由診療収入
　窓口自由診療収入（文書料等を含
む）、介護保険の主治医意見書作成料、
特定健診・特定保健指導料等を集計しま

（６面からの続き） す。なお、未収金を含みます。
　③期首棚卸、期中仕入、期末棚卸
　期首棚卸には、平成23年の期末棚卸額
を記入します。期末棚卸には、平成24年
12月31日現在の在庫有高を記入します。
期中仕入は、平成24年１月１日から12月
31日までに納入された薬品等の金額を記
入します。毎月の締切日が末日以外の場
合、平成25年１月締め分の請求書から平
成24年12月中の仕入高を加算しなければ

なりません。
　④接待交際費
　税務調査の重点項目とされていますか
ら、領収書等に接待、贈答の相手先、目
的等をメモし、事業に直接関連する費用
であることが説明できるようにしておく
ことが必要です。
　⑤青色事業専従者給与
　事前に「青色事業専従者給与に関する
届出書」が提出されていること、給与の

対価が届出の範囲内の額で職務対価とし
て適正であること、従事可能期間のおお
むね２分の１以上の従事期間があるこ
と、支給事実と支払の記帳があること等
が要件とされています。調査に際して
は、従事の程度や適正額であるかどうか
に重点を置かれますので、従事内容、従
事期間、金額の妥当性を説明できるよう

 （４面に続く）

兵 庫 県 社 会 保 険 診 療 報 酬 支 払 基 金

24

請求
年月 件数 意見書作成料等 消 費 税 支 払 額

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

合計

医療機関コード番号

住
所

氏
名 様

主治医意見書作成料支払明細書（合計書）

兵庫県国民健康保険団体連合会

年　　月　　日
（様式　介主治医204号）

審査年月
単位

確定数
円

特定入所者介護等
円

介護給付費計
円

認定調査費委託料
（消費税含む）　　

円
処遇改善交付金

円
支払金額

合計

事業所別介護給付費等支払明細書（合計書）
国保連合会→事業所

平成　年　月　日
兵庫県国民健康保険団体連合会

平成24年分
事業所番号 事業所名

平成24年分収支内訳書（一般用）付表《医師及び歯科医師用》
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Ⅰ．はじめに
　平成24年度の税制改正は、税制抜本改
革を視野に入れ、税制の公平性確保と課
税の適正化に向けた取り組みなどを中心
に改正が行われました。
　今回は平成24年度とそれ以前の改正項
目のうち、平成24年分の確定申告を行う
際に注意が必要なものを解説します。

Ⅱ．主要改正項目
　１．生命保険料控除の改組（平成22年
度改正）
　生命保険料控除が改組され、 次の
（１）から（２）までによる各保険料控
除の合計適用限度額が12万円とされまし
た。
（１）平成24年１月１日以後に締結した
保険契約等に係る控除
　イ　平成24年１月１日以後に生命保険
会社または損害保険会社等と締結（更新
も含みます）した保険契約等（以下「新
契約」といいます）のうち、介護（費
用）保障または医療（費用）保障を内容
とする主契約または特約に係る支払保険
料等（以下「介護医療保険料」といいま
す）について、介護医療保険料控除（適
用限度額４万円）が設けられました。
　ロ　新契約に係る一般生命保険料控除
および個人年金保険料控除の適用限度額
は、それぞれ４万円とされました。
（２）平成23年12月31日以前に締結した
保険契約等に係る控除
　平成23年12月31日以前に生命保険会社
または損害保険会社等と締結した保険契
約等（以下「旧契約」といいます）につ
いては、従前の一般生命保険料控除およ
び個人年金保険料控除（それぞれ適用限
度額５万円）が適用されます。
　２．住宅借入金等特別控除について、
平成24年12月４日以後に認定低炭素住宅
の新築等をし、平成24年または平成25年
に居住の用に供した場合には、住宅借入
金等特別控除の制度が適用されることと
されました。また、認定長期優良住宅に
ついては、税額控除限度額が50万円に縮
小され、適用期限が平成25年12月31日ま
で延長されました。
　３．医療費控除の対象範囲に、平成24
年４月１日以後に支払う介護福祉士等に
よる喀痰吸引等および認定特定行為業務
従事者による特定行為に係る費用の自己
負担分が加えられました。
　４．上場株式等に係る譲渡損失の損益
通算および繰越控除、上場株式等に係る
譲渡所得等に対する軽減税率（所得税７
％、住民税３％）の適用対象に、信託会
社の国内にある営業所を通じて、外国証
券業者への売委託により行うもの、また
は外国証券業者に対して行う上場株式等
の譲渡が追加されました。

Ⅲ．資産税関係
　１．譲渡年の１月１日における所有期
間が10年超など、一定の要件を満たす特

定の居住用財産の買換えおよび交換の場
合の長期譲渡所得の課税の特例につい
て、適用期限が平成25年12月31日まで延
長されるとともに、譲渡資産の譲渡対価
の要件が1.5億円以下に縮小されまし
た。
　２．譲渡年の１月１日における所有期
間が５年超で、買換資産に10年以上の住
宅ローンがあるなど、一定の要件を満た
す居住用財産の買換え等をした場合の譲
渡損失の損益通算および繰越控除につい
て、適用期限が平成25年12月31日まで延
長されました。
　３．譲渡年の１月１日における所有期
間が５年超で、譲渡価額が譲渡資産のロ
ーン残高に満たないなど、一定の要件を
満たす居住用財産を譲渡した場合の損失
（住宅ローン残高を限度）の損益通算お
よび繰越控除について、適用期限が平成
25年12月31日まで延長されました。
　４．特定事業用資産の買換えの場合の
譲渡所得の課税の特例について、譲渡日
の属する年の１月１日において所有期間
が10年を超える国内にある土地、建物等
から、国内にある土地、建物等への買換
えについて、買換資産の土地等の範囲
が、事務所等の一定の敷地の用または一
定の駐車場の用に供されるもので、その
面積が300㎡以上のものに限定されたう
え、適用期限が平成26年12月31日まで延
長されました。

Ⅳ．事業所得関係
　１．青色申告者で、制度適用年および
その前年に離職者がいないことを証明さ
れたものが、平成24年から平成26年まで
の各年において、雇用者数の増加等につ
いての要件を満たす場合（雇用保険の適
用事業者に限る）には、その年分の事業
所得に係る所得税額の10%（中小企業者
である場合には20%）を上限とした雇用
促進税制の適用が可能です。（平成23年
度改正）
　２．平成24年４月１日以後に取得する
減価償却資産の定率法の償却率につい
て、 定額法の償却率を2.0倍した割合
（従前は2.5倍） とされました。 ただ
し、経過措置として、平成24年に定率法
を選定している場合には、平成24年４月
１日から12月31日までの間に取得した減
価償却資産についても改正前の償却率に
より償却費を計算することができます。
（平成23年度改正）
　３．平成24年３月31日以前に取得した
減価償却資産で定率法を適用しているも
のに対して、平成24年４月１日以後に資
本的支出を行った場合には、既存の減価
償却資産と資本的支出を行った減価償却
資産を一つの減価償却資産として償却費
を計算することができないこととされま
した。（平成23年度改正）
　４．青色申告者の少額減価償却資産の
取得価額の必要経費算入の特例の適用期
限が平成26年３月31日まで延長されまし
た。

　５．青色申告者が平成24年７月１日か
ら平成25年３月31日までの間に、一定の
要件に該当するソーラー設備等の取得等
をし、１年以内に事業の用に供した場合
には、その取得価額の全額を償却するこ
とができることとされました。
　６．青色申告者が機械等を取得した場
合の特別償却または税額控除の適用期限
が平成26年３月31日まで延長されるとと
もに、対象資産に、製品の品質管理の向
上に資する工具、器具および備品が追加
されました。

Ⅴ．寄附金関係
　（平成23年度改正）
　１．平成23年３月11日から平成25年12
月31日までの間に支出した震災関連寄附
金について、寄附金控除に係る控除対象
限度額を、総所得金額等の80％相当額と
されました。また、認定特定非営利活動
法人および共同募金会連合会に対して支
出した震災関連寄附金のうち、被災者の
支援活動に必要な資金に充てられるもの
について、税額控除制度が創設されまし
た。
　２．震災関連寄附金については、寄附
金の種類によって、いわゆる「ふるさと
寄附金」として取り扱われるもの、寄附
金控除と税額控除の選択ができるもの、
寄附金控除だけが適用されるものがあり
ますので注意が必要です。
　寄附金控除の適用を受ける場合には、
確定申告書の第二表⑲欄に寄附金控除に
関する事項を記載し、寄附金の受領証な
どを添付します。税額控除の適用を受け
る場合には第二表⑲欄には記載せず、
「特定震災指定寄附金特別控除額の計算
明細書」で控除額を計算します。
　また、個人住民税について寄附金の税
額控除を受ける場合には、第二表の「住
民税に関する事項」の「寄附金税額控
除」欄に、寄附金の区分に応じて金額を
記載する必要がありますので注意してく
ださい。

Ⅵ．減価償却の特例と
　税額控除の選択適用
　青色申告者については、医療機器等に
ついて、通常の減価償却費の他に、取得
価額に対して一定率の特別償却（税額控
除が選択できる場合は有利な方を選択
可）、割増償却ができます。前年分に特
別償却、割増償却の不足額がある場合は
当年で控除できます。ただし、前年およ
び当年において繰越しに関する記載、明
細書の添付等が必要です。
　なお、これらの特例の適用にあたって
は計算明細の記載と決算書３面償却欄に
措置法条文の記載が必要となるものがあ
ります。少額減価償却資産の取得価額の
必要経費算入の特例を適用する場合も、
摘要欄に適用条文の記載（措法28－２）
を忘れないようにしてください。

Ⅶ．事業所得（医業）所得
　の計算
１．保険診療収入が5,000万円以下の場
合
　①所得計算の選択（青色申告、白色申
告を問いません）。
　（ア）実額計算による所得計算
　 （イ）保険診療収入は「四段階の特

例」計算（措置法26条）、自由診療収
入は実額計算

　（ア）（イ）いずれか有利な計算方法
を選択できます。ただし、特例計算を選
択する場合は、申告書２表の特例適用欄
に「措置法26条」と記載することが要件
となっています。
　②「四段階の特例」とは、保険診療収
入に収入金額に応じた経費率を乗じた金
額を必要経費とし、保険診療に係る所得
を計算する方法ですが、具体的には、下
表により計算します。
■「四段階の特例」の必要経費の計算法
　　　　収入金額　　　　　必要経費率
2,500万円以下の部分 72％
2,500万円超3,000万円以下の部分 70％
3,000万円超4,000万円以下の部分 62％
4,000万円超5,000万円以下の部分 57％
　③特例計算を選択する場合の自由診療
等に係る所得の計算は「青色申告決算書
（一般用） 付表」《医師及び歯科医師
用》、また白色申告の場合は「収支内訳
書（一般用）付表」《医師及び歯科医師
用》を用いて計算します（５面参照）。
　保険診療収入は点数からの逆算により
計算しますので、実額で把握した保険診
療収入とは異なる場合があります。必要
経費については、記帳に基づき計算され
た総額を、まず保険診療収入と自由診療
収入に固有の経費に区分します。次に共
通経費については、原則として収入金額
基準で配分します。自由診療収入に対応
する固有経費と共通経費のうち自由診療
収入に配分されたものの合計が自由診療
収入の必要経費となります。
　記帳がされていなくて必要経費が計算
できないときは、「自費等収入所得率
表」（４面右表）によらざるをえません
が、現在、一定規模の白色申告者につい
て記帳義務や記録保存制度が設けられて
います。経営状態を把握するためにも記
帳はすべきであると考えます。
２．保険診療収入が5,000万円超の場合
　保険診療収入が5,000万円超の場合
は、「四段階の特例」 は適用できませ
ん。記帳に基づき実際の収入、必要経費
を計算します（実額計算）。
３ ．「青色申告決算書」「収支内訳書」
（白色申告書）の作成上の留意点

　①保険診療収入
　（ア）国保、支払基金、介護保険等の
通知書から点数逆算金額を算出して集計
します。具体的には、４・５面の収支内
訳書記載の方法を参考にしてください。
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休
日
の
午
後
、
明
石
海
峡

大
橋
と
光
る
海
を
望
み
な
が

ら
、
明
石
駅
に
電
車
は
す
べ

り
込
み
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
山
側
へ
５
〜
６

分
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
し
よ

う
か
石
段
か
、
高
台
に
そ
び

え
る
博
物
館
が
迫
っ
て
き
ま

す
。

　

お
じ
ぞ
う
さ
ん
に
片
手
お

が
み
で
通
り
抜
け
入
場
。

　

明
石
市
立
文
化
博
物
館
は

「
海
峡
交
流
都
市
」
の
シ
ン

ボ
ル
的
文
化
施
設
と
し
て
芸

術
文
化
の
創
造
拠
点
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
は
新
春
特

別
展
「
生
誕
１
３
０
年　

魯

山
人
の
宇
宙
」。
北
大
路
魯

山
人
は
、
書
・
絵
画
・
陶
芸

な
ど
幅
広
い
分
野
の
斬
新
で

個
性
的
な
芸
術
家
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

本
展
で
は
約
80
点
が
展
示

さ
れ
、
そ
の
感
性
と
軌
跡
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
九
谷
風
鉢
や
織
部
花
器
、

そ
し
て
辰し

ん

砂し
ゃ

竹た
け

雀す
ず
め

俎
ま
な
い
た

鉢ば
ち

は

見
ど
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　

芸
術
家
の
芸
術
家
た
る
ゆ

え
ん
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

風う
わ
さ評

に
よ
れ
ば
、
魯
山
人
は

と
て
も
態
度
が
横
柄
、
傍
若

　

当
博
物
館
の
常
設
展
示
も

見
ご
た
え
十
分
。
今
後
、
企

画
展
「
く
ら
し
の
う
つ
り
か

わ
り
展
」
や
「
安
野
光
雅
の

世
界
展
」
な
ど
も
楽
し
み
で

す
。

無
人
、
鼻
持
ち
な

ら
な
い
人
物
。
小

生
の
感
じ
る
と
こ

ろ
で
は
、
料
理
の

器
と
総
合
的
な
演

出
は
、
そ
う
い
う

人
柄
が
作
品
に
も

随
所
に
出
て
い
る

と
思
う
の
で
す
が

い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

魚
の
棚
で
タ
コ

と
穴
子
を
買
っ
て

帰
っ
た
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

博
物
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
（
筆
者
撮
影
）

　

７
５
１
ペ
ー
ジ
の
大
著
だ

が
、
一
気
に
読
ま
せ
る
。

『
大
日
本
史
』
で
知
ら
れ
る

水
戸
中
納
言
（
黄
門
）
光

圀
、
幼
名
子
龍
の
大
義
と
は

何
だ
っ
た
の
か
。『
天
地
明

察
』
で
人
間
に
と
っ
て
の
暦

の
重
要
性
を
物
語
に
し
た
冲

方
丁
が
、
今
度
は
人
間
に
と

っ
て
の
歴
史
の
重
要
性
を
物

語
に
し
た
。

　

物
語
の
テ
ー
マ
は
長
子
相

続
。
光
圀
が
い
か
に
こ
の
大

義
を
成
し
遂
げ
た
か
。
父
頼

房
、
宮
本
武
蔵
、
尾
張
義

直
、
林
読
耕
斎
、
山
鹿
素

行
、
冷
泉
為
景
、
泰
姫
、
左

近
、
保
科
正
之
、
安
井
算

哲
、
佐
々
介
三

郎
、
朱
舜
水
と
の

交
流
の
物
語
と
、

も
う
一
つ
の
テ
ー

マ
「
天
道
是
か
非

か
」。『
史
記
』
を

貫
く
テ
ー
マ
で
あ

り
光
圀
が
彰
考
館

員
か
ら
育
て
た
水
戸
藩
大
老

・
藤
井
紋
太
夫
が
見
出
し
た

大
義
「
大
政
奉
還
」
の
お
お

も
と
が
絡
み
合
う
。

　

光
圀
自
身
の
述
懐
「
明
窓

浄
机
」（
作
者
の
結
論
）。

「
史
書
は
人
に
何
を
与
え
て

く
れ
る
の
か
？　

そ
の
問
い

に
対
す
る
答
え
は
、
い
つ
の

世
も
変
わ
ら
ず
、
同
じ
で
あ

る
。
突
き
詰
め
れ
ば
、
史
書

が
人
に
与
え
る
も
の
は
、
た

だ
一
つ
し
か
な
い
。
そ
れ

は
、
歴
史
の
後
に
は
い
っ
た

い
何
が
来
る
の
か
、
と
問
う

て
み
れ
ば
、
お
の
ず
と
わ
か

る
こ
と
だ
。
人
の
生
で
あ

る
。
連
綿
と
続
く
、
我
々
一

人
一
人
の
、
人
生
で
あ

る
」。
新
し
い
時
代
小
説
の

星
が
す
ば
ら
し
い
小
説
を
も

の
に
し
た
。

【
姫
路
市　

池
内　

春
樹
】

１
、
安
保
理
は
２
０
０
９
年
６

月
に
決
議
１
８
７
４
号
を
採
択

し
た
。
こ
れ
は
１
９
６
６
年
12

月
の
宇
宙
条
約
違
反
で
あ
る
。

　

宇
宙
条
約
と
は
、
月
そ
の
他

の
天
体
を
含
む
宇
宙
空
間
の
探

査
及
び
利
用
に
お
け
る
国
家
活

動
を
律
す
る
原
則
に
関
す
る
条

約
（
１
９
６
６
年
12
月
13
日
採

択
、
第
21
会
期
国
際
連
合
総
会

決
議
２
２
２
２
号
）
で
あ
る
。

　

「
第
１
条
、
月
そ
の
他
の
天

体
を
含
む
宇
宙
空
間
の
探
査
及

び
利
用
は
、
す
べ
て
の
国
の
利

益
の
た
め
に
、
そ
の
経
済
的
又

は
科
学
的
発
展
の
程
度
に
か
か

わ
り
な
く
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
全
人
類
に
認
め
ら
れ
る
活

動
分
野
で
あ
る
。
月
そ
の
他
の

天
体
を
含
む
宇
宙
空
間
は
、
す

べ
て
の
国
が
い
か
な
る
種
類
の

差
別
も
な
く
、
平
等
の
基
礎
に

立
ち
、
か
つ
、
国
際
法
に
従
っ

て
、
自
由
に
探
査
し
及
び
利
用

で
き
る
も
の
と
し
、
ま
た
天
体

の
す
べ
て
の
地
域
へ
の
立
入

は
、
自
由
で
あ
る
。
月
そ
の
他

の
天
体
を
含
む
宇
宙
空
間
に
お

け
る
科
学
的
調
査
は
、
自
由
で

あ
り
、
ま
た
、
諸
国
は
こ
の
調

査
に
お
け
る
国
際
協
力
を
容
易

に
し
、
か
つ
、
奨
励
す
る
も
の

と
す
る
」

　

こ
れ
は
ど
の
国
が
人
工
衛
星

を
打
ち
上
げ
て
も
そ
れ
は
許
さ

れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
北
朝
鮮

だ
け
が
非
難
さ
れ
る
筋
合
い
は

な
い
。
す
な
わ
ち
安
保
理
の
決

議
１
８
７
４
号
こ
そ
が
、
こ
の

国
際
連
合
総
会
決
議
２
２
２
２

号
に
違
反
し
て
い
る
。
国
際
連

合
総
会
決
議
２
２
２
２
号
は
当

然
安
保
理
決
議
よ
り
優
先
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て

安
保
理
の
決
議
１
８
７
４
号
自

体
が
無
効
で
あ
り
、
そ
れ
を
も

と
に
し
て
の
北
朝
鮮
へ
の
抗
議

文
は
筋
違
い
で
あ
る
。
む
し
ろ

安
保
理
決
議
１
８
７
４
号
が
否

定
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

２
、「
人
工
衛
星
」
も
許
さ
れ

な
い
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ

る
。

　

「
人
工
衛
星
」
を
含
め
て
許

さ
れ
な
い
と
す
る
の
は
、
安
保

理
も
貴
協
会
新
聞
も
誤
認
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
人
工
衛
星
で

あ
れ
ば
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

宇
宙
条
約
で
ど
の
国
に
も
認
め

ら
れ
て
い
る
権
利
で
あ
る
。

３
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
な
ら
許
さ

れ
な
い
と
す
る
見
解
は
、
宇
宙

条
約
を
否
定
し
、
す
べ
て
の
国

の
宇
宙
開
発
を
不
可
能
に
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
と
人
工
衛
星

ミ
サ
イ
ル
と
の
区
別
は
で
き
な

い
の
で
（
運
ぶ
荷
物
に
よ
っ
て

決
ま
る
だ
け
で
あ
る
）、
弾
道

ミ
サ
イ
ル
だ
か
ら
許
さ
れ
な
い

と
す
る
論
理
は
な
り
た
た
な

い
。
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
許
さ
れ

な
い
な
ら
、
す
べ
て
の
国
の
人

工
衛
星
ロ
ケ
ッ
ト
も
弾
道
ミ
サ

イ
ル
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
こ
の
安
保
理
決
議
違

反
と
な
り
、
今
後
ど
こ
の
国
も

宇
宙
開
発
は
で
き
な
く
な
る
。

４
、
報
道
に
あ
る
、
北
朝
鮮
の

弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
弾
道
ミ
サ
イ

ル
で
は
な
い
。

　

今
回
北
朝
鮮
の
ロ
ケ
ッ
ト
か

ら
何
ら
か
の
周
回
物
が
、
軌
道

に
乗
っ
て
地
球
を
回
っ
て
い
る

と
の
情
報
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
な

さ
れ
て
お
り
、
素
直
に
人
工
衛

星
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ

を
あ
く
ま
で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
と

呼
ぶ
の
は
情
報
操
作
で
あ
る
。

尻
馬
に
乗
っ
て
北
朝
鮮
に
抗
議

す
る
の
は
考
え
も
の
で
あ
る
。

　

安
保
理
決
議
は
い
つ
も
正
し

い
と
は
限
ら
な
い
。

　

昨
年
11
月
４
日
、
第
44
回
全

日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大

会
を
テ
レ
ビ
で
観
、
こ
の
長
距

離
レ
ー
ス
は
全
く
人
の
一
生
そ

の
も
の
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

彼
ら
学
生
競
技
者
は
鍛
え
抜

か
れ
た
エ
リ
ー
ト
集
団
で
あ

り
、
そ
の
中
で
優
劣
を
競
う
も

の
で
あ
る
が
、
一
方
人
生
を
マ

ラ
ソ
ン
に
例
え
れ
ば
、
こ
の
世

に
生
を
受
け
た
限
り
死
ぬ
ま
で

走
り
続
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の

中
に
は
山
あ
り
谷
あ
り
、
楽
あ

り
苦
も
あ
り
成
功
者
も
落
後
者

も
あ
る
。
英
知
の
発
達
し
た
人

間
は
こ
れ
ら
の
人
々
に
手
を
差

し
の
べ
る
が
、
動
物
で
あ
れ
ば

落
後
は
死
を
意
味
す
る
。

　

駅
伝
な
ど
長
時
間
闘
う
レ
ー

ス
で
も
、
脚
の
け
い
れ
ん
、
腹

痛
で
ブ
レ
ー
キ
が
起
こ
る
こ
と

が
あ
り
得
る
た
め
、
平
素
の
鍛

錬
が
必
須
。
こ
の
場
合
、
自
力

で
立
ち
上
が
れ
ぬ
者
が
脱
落
す

る
の
は
当
た
り
前
。
た
と
え
ば

生
活
力
の
な
い
ニ
ー
ト
が
親
が

死
亡
し
た
時
、
自
分
で
生
き
る

力
が
な
い
の
で
自
滅
す
る
の
と

同
じ
こ
と
。

　

人
の
一
生
は
生
ま
れ
た
瞬
間

か
ら
息
を
引
き
取
る
ま
で
、
闘

争
の
社
会
に
翻
弄
さ
れ
る
限

り
、
ゆ
と
り
、
の
び
の
び
は
な

い
。
物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
鍛

え
抜
か
れ
た
者
は
強
く
、
甘
や

か
さ
れ
た
者
が
弱
い
の
は
当
た

り
前
。

　

現
在
、
高
校
生
の
41
％
は
学

校
以
外
で
の
学
習
時
間
は
ゼ
ロ

と
聞
く
。
昔
の
旧
制
中
学
で
は

平
均
60
点
と
れ
ぬ
と
落
第
と
い

う
制
裁
が
待
ち
か
ま
え
て
い

た
。
今
は
落
第
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
３
年
経

て
ば
ト
コ
ロ
テ
ン
の
押
し
出
し

か
。
こ
れ
で
は
国
の
将
来
が
危

ぶ
ま
れ
る
と
思
う
の
は
杞
憂

か
。
マ
ラ
ソ
ン
、
駅
伝
は
楽
な

方
へ
、
楽
な
方
へ
と
走
る
学

生
、
ニ
ー
ト
に
将
来
の
あ
り
方

を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

と
し
て
大
脳
皮
質
に
刻
ま
れ
遺

伝
子
情
報
と
し
て
永
久
保
存
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
次
代
の
親
た

ち
も
子
育
て
の
な
か
で
、
知
っ

て
か
知
ら
ず
か
自
然
体
で
こ
の

種
の
「
体
罰
」
を
や
っ
て
の
け

る
。
た
だ
こ
の
よ
う
に
遺
伝
的

に
根
拠
を
持
つ
、
生
理
的
な

「
体
罰
」
も
社
会
と
人
間
の
荒

廃
を
承
け
て
、
殺
伐
な
顔
を
見

せ
は
じ
め
、
そ
の
限
り
で
残
忍

を
働
く
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
近
代
史

に
お
い
て
天
皇
の
軍
隊
、「
皇

軍
」
は
、
雑
多
な
出
自
の
雑
兵

ど
も
を
一
つ
の
戦
意
に
強
固
に

ま
と
め
上
げ
る
の
に
体
罰
を
必

要
と
し
た
。「
ビ
ン
タ
」「
足
蹴

り
」
な
ど
の
制
裁
的
暴
力
の
横

行
は
、
日
本
人
の
記
憶
の
深
層

に
眠
っ
て
い
る
。
こ
の
記
憶
も

ま
た
今
日
的
な
「
体
罰
」
の
発

現
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

桜
宮
の
「
体
罰
」
問
題
が
浮

上
す
る
。
そ
し
て
瞬
く
間
に
民

族
的
な
「
体
罰
」
問
題
へ
と
広

が
り
を
見
せ
た
。

　

「
体
罰
」
は
日
本
人
が
遺
伝

的
、
歴
史
的
に
獲
得
し
て
し
ま

4

4

っ
た
4

4

生
理
的
な
体
質
と
も
関
わ

っ
て
根
深
い
も
の
を
持
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
日
本
人
好
み
の

「
体
罰
」
文
化

4

4

を
文
明
に
向
け

て
自
ら
清
算
す
る
。
機
構
い
じ

り
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
こ
と

だ
け
は
確
実
で
あ
る
。

　

私
は
今
静
か
に
そ
の
展
開
を

見
守
っ
て
い
る
。
た
だ
「
体

罰
」
革
命

4

4

を
予
感
し
な
が
ら
。

る
。

　

「
体
罰
」
は
始
源
、「
体

制
」
の
秩
序
を
ま
も
る
た
め
に

あ
っ
た
。「
体
罰
」
に
関
わ
る

こ
の
始
源
的
な
認
識
は
文
明
の

爛
熟
し
た
今
日
、
あ
ら
た
め
て

確
認
さ
れ
て
良
い
。

　

思
う
に
「
体
罰
」
は
、
個
を

脱
し
て
集
団
生
活
を
営
む
に
至

っ
た
、
そ
の
限
り
で
文
明
の
衣

を
ま
と
う
よ
う
に
な
っ
た
人
間

に
し
て
初
め
て
実
行
可
能
と
な

っ
た
。
優
れ
て
人
間
的
な
行
為

で
あ
る
。
こ
の
原
点
を
忘
れ
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

次
に
人
間
は
生
理
的
に
早
産

の
動
物
で
あ
る
。
牛
馬
の
よ
う

に
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
立
ち
上

が
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
一

年
有
余
の
学
習
の
末
や
っ
と
立

ち
上
が
り
歩
き
始
め
る
。

　

も
ち
ろ
ん
親
た
ち
の
教
導
に

も
童
子
の
因
果
が
あ
ま
り
に
も

過
ぎ
れ
ば
、
大
脳
辺
縁
系
が
目

覚
め
て
思
わ
ず
衝
動
的
に
手
の

出
る
場
面
も
あ
る
。
大
方
の
も

の
は
親
心
の
文
（
あ
や
）
と
し

て
日
常
の
平
穏
の
な
か
に
吸
収

さ
れ
る
が
。

　

た
だ
律
儀
な
こ
と
に
「
体

罰
」
な
る
も
の
の
一
切
は
経
験

　

子
育
て
に
励
む
可
憐
な
い
し

獰
猛
な
動
物
た
ち
の
世
界
に
、

本
格
的
な
「
体
罰
」
は
あ
る
の

か
な
い
の
か
、
私
は
知
ら
な

い
。

　

人
間
は
動
物
一
般
と
違
っ

て
、
自
由
に
操
作
で
き
る
手
を

使
っ
て―

正
確
に
は
頭
脳
と
手

を
使
っ
て―

仕
事
を
す
る
。
そ

し
て
「
体
罰
」
と
て
、
手
を
用

い
て
の
一
つ
の
運
動
動
作
で
あ

る
に
過
ぎ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
始
め
、「
体
罰
」

は
何
の
た
め
に
な
さ
れ
た
の

か
。
村
の
掟
が
破
ら
れ
た
ら
、

村
の
存
立
は
危
う
く
な
る
。

　

掟
を
破
っ
た
個
人
の
欲
望
や

思
惑
は
、
厳
し
く
掣
肘
さ
れ
て

当
然
。
最
大
限
の
痛
苦
を
受
忍

さ
せ
る
。
当
然
の
応
報
で
あ
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■ 過去５年平均47％配当団体定期
生命保険 

ご家族、スタッフも加入いただけます

お待たせしました！ ３月１日～病気やケガの時も安心して療養

１．最長730日の充実保障
２．自宅療養、代診をおいても給付
３．掛金は満期まで上がりません
４．掛け捨てではありません

５．うつ病等の精神疾患、認知症も給付
６．妊娠・出産に起因する併発病、帝王切開も給付
７．弔慰・高度障害給付あり
８．所得補償保険との重複受給OK

■ 加入者数５０００人　■ 断然安い保険料

一部解約・掛金中断・再開など自在性が魅力

４月１日受付開始

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険
保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金 所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度

（８）第１７１０号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１３年(平成２５年)２月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

－665－

はじめに
　在宅ケアとは、在宅でのさまざまなケ
アの総称として使われる言葉です。利用
者の健康状態のみならず、家族の介護
力、経済的・社会的状況が時間の経過と
ともに変化するため、在宅ケアチームを
構成するメンバーや、その支援方法も変
化していくことが多い現場となります。
　利用者の価値観や自立を尊重し、利用
者・家族の同意を得て、最もふさわしい
ケアをチームで分担、共同して実施して
いくため、在宅ケアチームを構成するメ
ンバーは、感染対策も含めたさまざまな
ことを把握した上で、ケアを提供もしく
はアドバイスしていくこととなり、その
役割の重要性は言うまでもありません。

医療器具の感染対策
　在宅ケアは、長期間にわたることが多
くなります。そのため、特にディスポー
ザブルの医療器具（経腸栄養具、気管内
吸引カテーテルなど）などをどのように
使用していくかを悩むこととなります。
　医療現場においては、医療が必要な多
くの急性期患者さんが、狭いスペースで
の生活を余儀なくされます。そのため、
院内感染を引き起こさないために、ディ
スポーザブルの再利用は行ってはいけな
いことになっています。
　在宅ケアにおいても、ディスポーザブ
ル製品は単回使用するのが一番望ましい
のですが、経済面で切実なこともあり、
リユース（再利用）している点が多いと
思われます。リユースするには、家庭環
境（ハード面）や家族も含めた介護力や
理解力、価値観、経済力などを踏まえた
上で方法を検討していく必要があります
が、在宅ケアといえども確実な消毒（あ
るいは滅菌） が必要となっ てきます
（表）。
　どこまで清潔を保つことができるのか
ということを念頭に置き、「今まで使っ
ているから大丈夫だろう」ではなく、正
しく取り扱われているのか、不潔に扱わ
れていないかと、確認作業をときどき行
っていただきたいと思います。

手指衛生について
　在宅ケアでは、感染症が流行する前に

予防や対策の指導を行うのが望ましいで
す。
　特に冬場が近づくと、インフルエンザ
やノロウイルス（感染性胃腸炎）などが
流行します。利用者さんはほとんど外出
しないから大丈夫…ではなく、家族を含
めて予防策を講じてもらえるようにしま
す。
　インフルエンザ予防には、まずはワク
チンを、その年の12月までに家族全員で
接種するように勧めましょう。
　もちろん、在宅ケアに携わるチーム内
では、日ごろから感染対策は重要です。
毎回必要な感染対策とは何でしょうか？
　皆さんが各ご家庭に訪問される時、手
指衛生（手洗いまたは手指消毒）をされ
ていますか？　これは、エチケットに近
い行為だと私は思います。さまざまな物
を触って、各ご家庭までたどり着きま
す。他の利用者さんのところに行った後
のときもあるでしょう（図１）。
　手を媒介しての接触感染を起こす感染
症は数多く、インフルエンザやノロウイ
ルスもその一つとなります。在宅ケアチ
ームのメンバーが、感染症を各ご家庭に
持ち込まないようにするためにも、手指
衛生は重要な行為となります。

手指衛生の必要な五つの場面
　医療現場において、手指衛生の必要な
五つの場面があります。①患者に接する
前、②無菌的操作の前、③体液曝露の可
能性があった後、④患者に接した後、⑤
患者周囲の環境に接した後です（図
２）。
　さまざまなケアを行っていく中で、こ
のような場面においては手指衛生を行え
るよう、携帯できる擦式手指消毒剤を持
参するなど、工夫していただきたいと思
います。
　防護具の使用についても同様に、湿性
生体物質に触れる可能性のあるときは、
使用していただきたいです。在宅ケアで
は、病院とは違って、ケアが家庭の中で
繰り広げられるため、防護具（ディスポ
手袋やガウンなど）を使用すると、ばい
菌扱いされている思いを受ける利用者さ
んもいらっしゃるかもしれません。
　しかし、私たち医療従事者はその利用
者さんだけをケアするのではなく、他の

済生会兵庫県病院　感染管理認定看護師　　小川　麻由美氏講演

在宅ケアにおける感染対策

利用者さんにもケアを提供していく必要
があります。別の利用者さんに感染症を
媒介しないために、私たちも感染症をも
らわないために、防護具を正しく利用し
ていく必要があります。その辺りを充分
に利用者、家族に理解していただき、対
応していきましょう。

さいごに
　利用者を取り巻く職種は、個々によっ
て違いますが、多くの職種が関与するこ

とも考えられます。
　感染対策は一人だけがするものではな
く、みんなで行えて初めて成立するもの
です。日常の業務内容に応じた感染対策
を具体的に示し、利用者に関与する他職
種間でも共有できるように工夫し、在宅
ケアチーム全員で感染対策を講じていき
ましょう。
（2012年11月10日北摂・丹波支部院内感
染対策研修会より、見出しは編集部）

表　スポルディング（Spaulding）の分類

こどもの整形外科疾患
ーその診かたと留意点ー

日　時　３月23日（土）17時～19時　会　場　協会会議室
講　師　千葉こどもとおとなの整形外科　院長　亀ヶ谷　真琴　先生
共　催　日本メディカルネクスト株式会社

第483回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

図１　手指衛生の方法

目に見えて汚れていない

擦式消毒用
アルコール製剤

目に見えて汚れている

流水と石けん
で手を洗う

または携帯型のもの

設置型

速
乾
性
擦
式

手
指
消
毒
薬

⑤患者周囲の環境
に接した後

④患者に接した後

②無菌的操作の前

③体液曝露の可能性が
あった後

①患者に接する前

図２　手指衛生の必要な五つの場面

リスク分類 対象 例 処理法

クリティカル 無菌の組織や血管系
に挿入するもの

手術用器械、インプラン
ト器材、針

滅菌
化学滅菌剤に長時間接触

セミ
クリティカル

粘膜または創のある
皮膚と接触するもの

人工呼吸器回路・麻酔
関連器材・内視鏡 高水準消毒

体温計（口腔） 中または低水準消毒

ノン
クリティカル

医療機器表面 モニター類 あらかじめドレープでカバー
清拭清掃

皮膚に接触する
介護用具 血圧計のカフ・聴診器 低水準消毒

アルコール清拭

ほとんど
手が触れない

水平面（床） 定期、汚染時清掃

垂直面（壁・カーテン）汚染時清掃、洗浄

頻繁に手が触れる ドアノブ、ベット柵、
床頭台のテーブル

１日１回以上の
定期清掃または定期消毒

　＝機器・器材の処理法＝ スポルディングの分類を一部改変


